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研究成果の概要（和文）：本研究は、病院内での自殺予防のために病院が執るべき措置と体制を検討し、医療スタッフ
のための教育プログラムの開発を目的に実施された。研修プログラムと教育資材が開発され、日本医療機能評価機構患
者安全推進協議会との連携により主研修会とフォローアップ研修会を実施し、プログラムの効果測定を行った。主研修
会は全7回で、99病院から170人が参加した。参加者の93.5％、86.5％にそれぞれ知識と態度の望ましい変化があり、教
育プログラムへの満足度も高くプログラムの髙い効果が示唆された。本研究には国際的に関心がもたれ、研究期間中に
カロリンスカ研究所国立自殺予防・精神保健研究センター等でセミナーが実施された。

研究成果の概要（英文）：The present study was conducted in order to establish the organizing and education
al for preventing hospital suicide. During the study period, the educational program, and the educational 
tools (the text and the movies) were made. The educational course was launched in 2011 in collaboration wi
th the committee in the Patient Safety Promotion, Japan Council for Quality Health Care.
 So far, the course has been held 7 times, and 170 individuals from 99 hospitals have participated in it. 
Increased knowledge and attitude were observed in 93.5% and 86.5% of the participants, respectively. Most 
participants were satisfied eith the course. This study raised interest, and the primary investigator was 
invited by the National Contre for Suicide Research and Mental Ill-Health in Karolinska Institutet in Swed
en to have a presentation regardong the present study.
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１．研究開始当初の背景 
1998 年の我が国の自殺者数の激増とその

後の高止まりは、公衆衛生上の最大課題と

なっている。 

自殺問題は、国民生活のあらゆる領域の問

題であるが、自殺の危険因子のひとつに

「慢性／進行性の身体疾患に罹患」、ある

いは「疾病による身体機能の一部の喪失」

があり（Bostwick，2002；高橋，2006）、我が

国において、総合病院、一般病院で受療・

療養中の患者に多数自殺が生じていること

が申請者らの調査で明らかにされている（岩

下ら，2006；Kawanishi ら，2007）。海外では、

医療施設の評価を行う第 3 者機関である米

国の Joint Commission が、長年にわたり重

大医療事故報告集計を報告しているが、こ

の中で、自殺事故は常時 2 番目に多い事

故であり、Joint Commission は、警告と提言

を発信している

（http://www.jointcommission.org/Sentinel

Events/）。このような事実がありながら、一

方では、病院内の自殺事故を防止するため

の有効なプログラム、あるいは有効な職員

研修プログラムについては、世界的にもこれ

までに研究がなされていない。 

 
２．研究の目的 

本研究では、期間内に以下の目的で実施

された。 

１） 病院内の自殺事故の実態において、焦

点を当てるべき事項を抽出し、院内自

殺予防に必要なタスクと病院職員のた

めの自殺予防教育の要綱を作成する。 

２） １）に基づき、具体的に院内自殺予防タ

スク、及び自殺予防を目的とした職員

（専門職、非専門職）向けの研修プログ

ラムを作成した。 

３） ２）で用いる研修教育資材を開発した。 

４） ２）３）で開発された研修プログラムと資

材を用いた研修会を開催し、研修を受

講する病院職員（専門職、非専門職）を

対象に、自殺事故・自殺企図者に対す

る態度・知識・対応スキルを、介入（つま

り、タスク実施と研修受講）の前後で測

定し、介入プログラムを評価する。 

５） 上記のタスクと研修プログラムを実施し

た病院について、年度ごとに、１）タスク

の実施状況、２）研修の実施状況、３）院

内自殺事故の発生状況、４）院内重大

事故の発生状況をモニタリングし、過去

のデータとの比較、介入を実施しない他

医療施設群のデータとの比較を行い、

介入の効果を明らかにする。 

６） さらに、本研究では、自殺事故が不幸

にも生じた後の職員のメンタルヘルス支

援の在り方について調査を行い、支援

プログラムを作成し、その効果を当事者

への聴き取りから明らかにする。 

 
３．研究の方法 

すでに明らかになっている病院内の自殺事

故の実態（岩下ら，2006；Kawanishi ら，

2007）を基に、重点項目を抽出した。そして、

院内自殺予防に必要な病院職員のタスクと

スキルを明確化し、予防教育要綱を作成し

た。 

次に、これらをもとに、具体的な研修プロ

グラムと教育資材を開発した。教育資材とし

て、テキストと複数の動画コンテンツを作成

した。そして日本医療機能評価機構・認定

病院患者安全推進協議会との連携、協力

により、病院に勤務する医療専門職、およ

び病院管理者、医療安全管理に従事する

職員を対象に、“病院内の自殺予防と事後

対応のための研修会”を企画・実施した。

研修会実施の際には、受講者を対象に、

自殺・自殺企図者に対する態度・知識・ス

キルを介入前後で測定した。 

研修プログラムを実施した病院については、

年度ごとに、自殺予防と事後対応の実施状

況、院内自殺事故の発生状況、あるいは院

内重大事故の発生状況の報告を依頼、あ



るいはヒアリングを実施した。 

 
 
４．研究成果 

１）研修プログラムの開発 

すでに明らかになっている病院内の自殺事

故の実態、先行研究、および世界保健機

関等の資料の調査を踏まえ、 

病院内の自殺事故と事後対応のための研

修プログラムを開発した。研修は、二日間コ

ースで、自殺予防学、メンタルヘルス、精神

疾患等に関する知識、自殺予防／事後対

応に関連するコミュニケーション法や介入

法、包括的な体制整備等から構成された

（下表）。 

 
２）教育資材の開発 

日本医療機能評価機構・認定病院患者安

全推進協議会のもとに設置された院内自殺

の予防と事後対応に関する検討会との一

部協働により、上記研修プログラムに適合

するテキスト（下図）、および動画コンテンツ

を作成した。 

                                         

動画は、主に、自殺のハイリスク者への

対応法と、自殺事故後の事後対応の 2 巻

からなり、それぞれ、コミュニケー 

ション法、介入法に関する複数のコンテン

ツから構成された。 

３）研修会の実施 

研究期間内に、7 回の研修会と、2 回のフォ

ローアップ研修会を開催した。 

7 回の本研修会には、延べ 99 病院から 170

人が参加した。性別は、男性 34 名、女性

136 名だった。年齢は、20 

代から 60 代まで分布し、30 代が 42 名、

40 代が 52 名、50 代 63 名だった。主た

る職種としては、看護師が 95 名、安全

管理者 35 名、心理士 16 名、精神科医師

が 13 名で、他に精神科以外の医師、ソ

ーシャルワーカ―、社会福祉士、そして

事務職等が少数名だった。研修実施の様

子を下図に示した。 

 

４）研修プログラムの評価 

研修開始時には、「知識が十分でないと

感じていた人」、「対応技術が十分でな

いと感じていた人」が、それぞれ 151 名

（88%）、154 名（91%）であり、対応

にストレスを感じていた人が 150 名

（88%）だった。参加者の知識・態度の改

善は、それぞれ93.5％、86.5％と高く、自殺

事故予防と事後対応に積極的になることが

できたという回答は 90％以上と、当該プロ

グラムの教育効果が高いことが示唆され

た。 

５） 研修プログラムの自殺企図行動低減

等への効果 

各年度で研修参加病院への調査が実施さ

れたが、十分な数の回答を得ることができ



ず、本報告の時点では集計、解析を行うこ

とができなかった。 

６）展望 

本研究により、わが国はもとより、世界的に

も初の病院内の入院患者の自殺予防と事

後対応のための研修プログラムと、関連教

育資材が開発され、実用に供された。本研

究を通じた実践には国際的にも関心がもた

れ、研究期間中に、スウェーデン・カロリンス

カ研究所国立自殺予防・精神保健研究セ

ンターに招聘され、セミナーが実施され、ま

た平成 26 年度に開催される予定の、欧州

自殺・自殺関連行動学会でのシンポジウム

も企画された。今後は、教育プログラムの実

施の枠と研修拠点を拡大し、受講者の増加

を図り、わが国医療施設における自殺予

防・自殺事故の事後対応の取り組みを発展

させていきたい。また、研修参加者の増加と

ともに、あらためて当該教育プログラムの効

果を検証したい。 
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